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春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
職
場
で
は
多
く
の
不

満
・
不
安
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
郵

政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
で
は
、
１

３
春
闘
要
求
に
み
な
さ
ま
の
声
を

反
映
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
ね
が

い
い
た
し
ま
す
。 

    

                        

歴
爺
か
ら
見
る
と

「
維
新
八
策
」
な

ど
「
船
中
八
策
」

に
模
す
の
は
、
烏

滸
が
ま
し
い
か

ぎ
り
で
あ
る
▼
竜
馬
は
日
本
を

封
建
制
度
か
ら
近
代
的
国
家
に

す
べ
く
「
船
中
八
策
」
を
起
草

し
た
。
議
会
政
治
・
人
材
登
用
・ 

不
平
等
条
約
改
定
等
、
当
時
と

し
て
は
時
代
を
進
め
る
画
期
的

な
提
唱
で
あ
っ
た
▼
一
方
「
維

新
八
策
」
は
憲
法
改
悪
・
日
米

安
保
強
化
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
・
民

主
主
義
否
定
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
政

治
等
と
、
堅
牢
な
保
守
本
流
。

歴
史
に
逆
行
す
る
噴
飯
も
の
で

あ
る
▼
「
維
新
」
の
意
味
は
「
王

政
復
古
」
。
日
本
は
過
去
、
建

武
・
明
治
と
二
度
「
王
政
復
古
」

を
経
験
し
た
。
前
者
は
後
ろ
向

き
の
、
後
者
は
前
向
き
の
政
変

で
。
ハ
シ
シ
タ
維
新
は
、
百
五

十
年
前
の
公
家
政
治
を
夢
見
た
、

時
代
錯
誤
の
建
武
の
中
興
に
類

似
性
を
持
つ
▼
も
っ
と
も
、
平

気
で
「
ア
ホ
」「
バ
カ
」
と
野
卑

な
言
辞
を
用
い
る
野
蛮
人
と
同

列
し
て
は
、
後
醍
醐
天
皇
に
た

い
し
恐
れ
多
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

歴
女
の
み
な
さ
ま
。 

郵
政
産
業 

ユ
ニ
オ
ン 

さ
っ
ぽ
ろ 

２０１２年 

1１月３日 

Ｎｏ５ 

発行 

郵政産業 

ユニオン 

札幌支部 

発行責任者 

川守田英男 

年賀ノルマなぜ

増えるの(≧ヘ≦) 

赤字はだれが作

った(ﾟ┏ε┓ﾟ) 

１
月
５
日
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
よ
り 

昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り 

自
腹
買
取
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？ 

正社員になれ

ないヾ (▼ﾍ▼； ) 
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札幌南局前職場宣伝 
２９
日
早
朝
、
支
部
は
組

合
統
一
後
、
「
郵
政
産
業

労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
札
幌

支
部
」
と
し
て
、
は
じ
め

て
の
職
場
前
宣
伝
を
札

幌
南
郵
便
局
前
で
お
こ

な
い
ま
し
た
。 

川
守
田
委
員
長
は
、

「
宅
配
統
合
は
経
営
陣

の
失
敗
。
赤
字
を
理
由
に

し
た
手
当
削
減
は
許
さ
れ
な
い
。
新

人
事
制
度
で
は
格
差
拡
大
が
さ
ら

に
拡
大
す
る
」
と
批
判
。
工
藤
書
記

長
は
、
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
支

店
別
、
班
別
収
支
が
職
場
ご
と
導
入

さ
れ
て
、
よ
り
一
層
労
働
者
間
の
競

争
が
激
し
く
な
り
、
労
働
者
が
淘
汰

さ
れ
て
荒
廃
が
進
む
。
頑
張
っ
た
者

．
．
．
．
．

が
報
わ
れ
る

．
．
．
．
．
の
は
少
数
だ
け
で
生

涯
賃
金
に
大
き
く
影
響
す
る
」
と
警

告
し
ま
し
た
。 

出
勤
す
る
労
働
者
は
新
人
事
制

度
の
ビ
ラ
・
組
合
パ
ン
フ
を
次
々
と

受
け
取
り
、
５
０
枚
あ
ま
り
が
ま
た

た
く
ま
に
な
く
な
り
ま
し
た
。
真
新

し
い
組
合
旗
を
か
か
げ
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
行
動
に
な
り
ま
し
た
。 

            

雇
用
を
守
れ
る
の
は
こ
の
組
合
だ
け 

郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
決
意
！ 

 

雇
用
の
不
安
が
広
が
る
中
、
契
約

社
員
が
組
合
に
加
入
し
ま
し
た
。 

呼
び
か
け
た
組
合
員
に
対
し
「
長

年
郵
政
の
職
場
で
働
い
て
き
た
が
、

今
の
職
場
を
失
い
た
く
な
い
。
何
か

あ
っ
た
時
、
と
も
に
た
た
か
い
守
っ

て
く
れ
る
の
は
あ
ん
た
の
組
合
だ

と
思
っ
て
い
た
」
と
話
し
、
加
入
を

決
意
し
ま
し
た
。
加
入
を
勧
め
た
の

は
支
部
大
会
で
、
「
最
大
の
課
題
は

組
合
員
の
拡
大
」
と
発
言
し
た
、
現

在
加
入
歴
が
も
っ
と
も
浅
い
組
合

員
の
Ｉ
氏
。

彼
に
続
け

と
ば
か
り
、

各
組
合
員

も
ふ
る
い

た
っ
て
い

ま
す
。 

札
幌
で
の
啄
木
⑦ 

二
二
日
。
北
門
新
報
に
３
回
連
載
さ
れ
る
、
「
綱
島
梁
川
氏
を
弔
う
」

を
書
く
。
函
館
か
ら
来
状
一
通
。
来
客
一
名
。 

二
三
日
。
「
い
と
心
地
よ
き
」
秋
日
和
。
午
前
、
函
館
に
手
紙
二
通
書

い
て
い
る
。
来
客
一
名
。
夜
、
小
國
氏
の
宿
に
行
き
野
口
雨
情
と
初
め
て

会
い
、
「
温
厚
に
し
て
丁
寧
、
色
青
く
し
て
髭
黒
く
、
見
る
か
ら
に
内
気

な
る
人
」
と
評
し
、
鮪
の
サ
シ
ミ
で
一
杯
や
っ
て
い
る
。
だ
が
雨
情
は
「
定

本
・
野
口
雨
情
」
で
こ
れ
と
は
全
く
異
な
る
出
会
い
を
記
し
て
い
る
が
、

信
じ
が
た
い
。
記
憶
違
い
か
、
創
作
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
「
小
樽
日
報
」

設
立
参
加
を
決
定
。
啄
木
と
小
國
氏
は
「
新
報
」
を
去
り
、
雨
情
も
同
行

す
る
こ
と
に
な
る
。
小
國
氏
は
、
啄
木
を
「
新
報
」
に
入
社
さ
せ
、
今
度

は
と
も
に
小
樽
に
行
っ
て
い
る
。
啄
木
は
「
意
気
投
合
」
と
屈
託
が
な
い
。 

二
四
日
。
せ
つ
子
に
「
来
札
見
合
す
べ
き
」
と
打
電
。
午
後
、
小
國
氏

来
訪
。
夜
、
向
井
氏
と
宗
教
論
。
雨
情
は
啄
木
が
北
海
道
で
詠
ん
だ
次
の

歌
を
、
「
な
か
で
も
優
秀
な
も
の
」
と
評
し
て
い
る
。 

ふ
る
さ
と
の
山
に
向
ひ
て 

言
ふ
こ
と
な
し 

ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な 


